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通年営業運転中！
走行データ公開中

第８回 EST普及推進フォーラム



次はパワーエレクトロニクス，電池

みんなで作ろう→ EV →電気バス

産業振興 ← 自動車進出へのきっかけ

実績を作る → 年中働くバス

新しい都市交通システムとは

ELEMOプロジェクト

プロジェクトの背景

秋田県内電子部品産業の縮小
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ELEMOプロジェクト

実施スキーム

技
術
支
援

秋田県産業労働部
地域産業振興課
・政策方針
・予算

秋田県
産業技術センター

・ｺﾝｿｰｼｱﾑﾓﾃﾞﾚｰﾄ
・技術支援

秋田いすゞ
・ｺﾝｿｰｼｱﾑ代表
・バス導入・保守

東京R&D

・車両改造
・技術支援

関係団体
・支援
・指導

秋田中央交通
・運行実証

業務委託 （改造仕様、県内企業参入可能性等）

連
携
・

支
援

①

②

④

⑤⑥

【 ④→⑤→⑥→⑦のサイクルにより、通年営業運行を実現する 】

県内企業等
・設計検討参画

・部品・モジュール等

補
助
金

事
業
申
請

運
行
委
託

運
行
デ
ー
タ

③

⑦

仕様・設計等
【ｺﾝｿｰｼｱﾑ全体】

いすゞ自動車

・技術支援
改造施工
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県内企業のコンソーシアムがプロジェクトを実践

【参画企業】
・秋田いすゞ自動車㈱

（コンソーシアム代表）

・秋田中央交通㈱

・㈱アイセス

・㈱五十鈴製作所

・新電元工業㈱

・㈱東総

・㈱トワダソーラー

・ニッポ電工㈱

・㈱ホクシンエレクトロニクス

・三菱マテリアル電子化成㈱

・山口電機工業㈱

・住友ベークライト㈱

【技術支援企業・機関】
・いすゞ自動車㈱

・㈱東京アールアンドデー

・DOWAｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰ秋田㈱

・ＴＤＫ㈱

・(独)産業技術総合研究所

・秋田県産業技術センター

【改造/実証運行の支援・指導】
・東北電力㈱

・秋田商工会議所

・東北経済産業局

・東北運輸局秋田運輸支局

・秋田市

・あきた産業デザイン支援センター

ELEMOプロジェクト

地域体制
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ELEMOプロジェクトELEMOプロジェクト

スケジュール
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2012年７月，電動化改造完了．
営業運行ライセンスを取得．

【主な車両諸元と車両性能】

愛称： ELEMO-AKITA

（ﾍﾞｰｽ車：いすゞERGAmioﾉﾝｽﾃｯﾌﾟ）

全長×全幅×全高： 8,990×2,310×3,000 mm

空車重量： 8210kg

乗車定員： 55人（乗務員含む座席24）

最高速度： 100km/h（計算値）

一充電走行距離： 36km（AC未使用時計算値）

駆動用バッテリー： ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池24kWh

駆動用モーター： 交流同期電動機、

最大出力150kW、最大ﾄﾙｸ650Nm

制御装置： IGBTｲﾝﾊﾞｰﾀ

駆動方式： 後輪駆動

トランスミッション： M/T6速

充電方式： ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝ急速充電、車載普通充電

ELEMOプロジェクト

設計仕様

路線バス仕様とし，一充電走行

距離を短く設定 → 電池容量を

小さくし小型･軽量･低コスト化．

室内の改造はせず乗員数を確保．

バス停でこまめに充電．
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実績ある技術を持ち寄りELEMO上で実証

ELEMOプロジェクト

搭載機器および支援技術と担当企業
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ELEMOの進化

ケーブルが重くて固く

取り回しにくい → 取り回し治具開発 →片手で楽々！

周辺装置の改良 → 急速充電器の操作性改善

新電元工業㈱

㈱五十鈴製作所
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ELEMOの将来（私案）

秋田市中心街

500ｍ

県庁

市役所

商店街
ＪＲ秋田駅

飲食街

トロリーバスとして走行

西口 東口

給電装置の改良

・バス停留所ではトロリーからの自動給電
・直線路線ではトロリーバス(Dual Mode)
・朝夕はトロリー下バスレーン

トロリー

オートスライダー

住宅街 住宅街

規格化し，地方都市の
新交通システムとして，
街作りの基軸にする
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